
平成（　２６　）年度

iPadのアプリを活用した、なぞり書きの取組

教科名等
（該当する教科名等を選択。当て
はまらない場合はその他を選択
し、次の単元・題材名の欄に記
入。）

■国語　□社会　□算数/数学　□理科　□生活　□音楽　□図画工作/美術　□家庭/技術・家庭　□体育/保健体育
□道徳　□外国語/外国語活動　□総合的な学習の時間　□特別活動　■自立活動　□各教科等を合わせた指導
□その他の教科　□その他（　　　　）

単元・題材名 国語「なぞり書き」

授業の目標 ○　目標の点を目指して、線の上をなぞることができる。

観点別学習状況の評価
の観点
（教科の特性により設定した観点
がある場合は「その他」を選択し
記載。）

□「知識・理解」　■「技能」　□「思考・判断・表現」　■「関心・意欲・態度」
□その他（　　　　）

□通常の学級　□通級による指導　□特別支援学級　■特別支援学校
□就学前　■小学生　□中学生　□高校生以降
□特定されない

（　　６　）年　（　　１　）人

対象の障害
□視覚障害　□聴覚障害　■知的障害　□肢体不自由　□病弱・身体虚弱　□言語障害　□自閉症
□情緒障害　□ＬＤ（学習障害）　□ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害）　□その他

■見る　□聞く　□話す　□読む　■書く　□計算する　□推論する　■運動と姿勢　□日常生活活動
□不注意　□多動性－衝動性　□社会性・コミュニケーション　　□覚える・理解する　□その他

○　教師は対象児童の「点を結ぶなぞり」について、マインドマップアプリを用いて整理した。

使用した支援機器・教
材の名称と画像

【ハードウェア】
○タブレット端末（iPad）
【ソフトウェア】
○ナゾルート
　・ゲーム感覚で運筆(文字を書くための指や手首の動かし方)の練習ができるアプリ。
　・乗り物をタッチして、点線をなぞっていくとキラキラと星が現れる。
　・旗までなぞり終えて手を離すと、なぞった所に道が出来て、乗り物が走りだす。

Aコミュニケーション支援（□A1意思伝達支援　□A2遠隔コミュニケーション支援）
B活動支援（□B1情報入手支援　□B2機器操作支援　□B3時間支援）
C学習支援（□C1教科学習支援　■C2認知発達支援　□C3社会生活支援）

○デザインを工夫したり効果音を活用したりすることなどにより、児童が興味をもって学習に取り
　組めるようにする。
○うまくできたことが分かりやすいアプリを活用することで、丁寧に取り組む意識を高められるよ
　うにする。
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教材・支援機器活用実践事例（特別支援学校版） 
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（授業の様子，ICT活用場面の
画像を挿入。）

○「正しくなぞることができると列車や車が動く」のように、取組の成否が分かりやすいアプリを
　活用することで、意欲や期待の向上を図る。
○目標の旗を認識できるよう繰り返し取り組んだり、言葉かけをしたりすることで、目的を意識し
　て、課題に取り組むことができるようにする。

○教師は、対象児童の指導後の様子をマインドマップのアプリを用いて整理し、授業の評価につなげた。

とくに次の３点について成長が見られた。
○終点をを見付け、力を調節しながら画面に触れたまま指を終点まで動かすことができるように
　なった。
○なぞりとアニメーションの因果関係を理解し、アプリの汽笛の音を聴いたり、アニメーション
　を見ることを楽しみに学習に取り組むことができた。
○繰り返し学習に取り組み、ただしくなぞることができるようになったことで自信が高まり、自
　ら繰り返し取り組みたいという意欲が見られるようになった。
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子どもの様子や変容
および授業の評価


